
○　平成19年度以降新たに実施している事業のうち、複数年度にわたり大きな財政負担を伴う

　以下の事業について、目標や後年度の財政負担など、その全体計画の概要について令和３年

　度決算見込みを踏まえて、その進捗状況などを公表します。

◇　目　　　　標    

　中井駅付近から野方駅付近までの2.4kmについて、鉄道を地下化するものであって、７か所の

踏切を除却するとともに、道路ネットワークの形成を促進し、交通渋滞や地域分断を解消して、

都市機能や利便性を向上させます。

◇　令和３年度の進捗状況等

・　令和３年度は、用地取得のほか、駅部等の仮設工事を実施しました。

※　事業化に向けた調査・設計費用は、総事業費に含まれていません。

※　総事業費には、鉄道事業者等の負担額を含んでいます。

◇　今後のスケジュール
　

　令和４年度は、引き続き用地取得及び駅部等の仮設工事を実施し、８年度の完成を目指します。

◇　目   　　 標　 　

　隣接する都立南花畑特別支援学校と都立城北特別支援学校を発展的に統合することにより、

知的障害特別支援学校の在籍数の増加や特別支援学校に在籍する児童・生徒の障害の重複化に

対応していきます。

◇　令和３年度の進捗状況等 　

・　予定していた全ての施設整備が完了しました。

◇　事業の成果   

　平成24年度から都立花畑学園特別支援学校の整備を実施し、令和２年４月に開校しました。

令和３年10月には外構工事もしゅん工し、全ての施設整備が完了しました。

　肢体不自由教育部門と知的障害教育部門を併置する学校として発展的に統合し、児童・生徒

の障害特性に応じた適切な学習環境を確保しました。

≪大規模プロジェクトなどの進捗状況≫

西武新宿線（中井～野方）連続立体交差事業 所管：建設局 開始年度：平成24年度

都立花畑学園特別支援学校の整備 所管：教育庁 開始年度：平成24年度

総事業費  (計画額) ３年度計画額 ３年度決算額 執行累計額

737億円 58億円 58億円 325億円

総事業費  (計画額) ３年度計画額 ３年度決算額 執行累計額

156億円 3億円 3億円 151億円



◇　目　　　　標    

　笹塚駅から仙川駅付近までの7.2kmについて、鉄道を高架化するものであり、25か所の踏

切を除却するとともに、道路ネットワークの形成を促進し、交通渋滞や地域分断を解消して、

都市機能や利便性を向上させます。

◇　令和３年度の進捗状況等

・　令和３年度は、用地取得のほか、付替道路工事、仮設工事及び高架橋構築工事を

実施しました。

・　用地取得に時間を要したため、事業期間を８年延伸し、12年度までとしました。

 ※  事業化に向けた調査・設計費用は、総事業費に含まれていません。

 ※　総事業費には、鉄道事業者等の負担額を含んでいます。

 　　 

◇　今後のスケジュール
　

　令和４年度は、引き続き用地取得のほか、付替道路工事、仮設工事及び高架橋構築工事を
　

実施し、12年度の完成を目指します。
　

◇　目　　　　標    

  東村山駅を中心に、西武新宿線、国分寺線及び西武園線の4.5kmについて、鉄道を高架化

するものであり、５か所の踏切を除却するとともに、道路ネットワークの形成を促進し、交

通渋滞や地域分断を解消して、都市機能や利便性を向上させます。

◇　令和３年度の進捗状況等

・　令和３年度は、用地取得のほか、仮設工事や高架橋構築工事を実施しました。

 ※　事業化に向けた調査・設計費用は、総事業費に含まれていません。

 ※　総事業費には、鉄道事業者等の負担額を含んでいます。

◇　今後のスケジュール
　

　令和４年度は、引き続き用地取得のほか、仮設工事や高架橋構築工事を実施し、６年度
　

の完成を目指します。
　

京王京王線（笹塚～仙川）連続立体交差事業 所管：建設局 開始年度：平成25年度

西武新宿線・国分寺線・西武園線（東村山）連続立体交差事業  所管：建設局　開始年度：平成25年度

総事業費  (計画額) ３年度計画額 ３年度決算額 執行累計額

1,843億円 98億円 81億円 347億円

総事業費  (計画額) ３年度計画額 ３年度決算額 執行累計額

725億円 102億円 96億円 398億円



◇　目　　　　標    

  神田川、石神井川及び白子川流域で、「調節池」を連結して、年超過確率1/20（区部時間

最大75ミリ）の規模の降雨に対応する「広域調節池」を整備し、洪水の一部を流入させて貯

留する「調節池」の機能を流域間で相互に融通して活用することにより、近年頻発する集中

豪雨による水害の軽減を図ります。

◇　令和３年度の進捗状況等

・　令和３年度は、セグメントの製作とシールドトンネル掘削工事を実施しました。

・　掘削工事の遅れに伴い、事業期間を３年延伸し、10年度までとしました。

・　発生土砂処分費の増加等に伴い、総事業費を増額修正しました。

◇　今後のスケジュール
　

　令和４年度は、引き続きシールドトンネル掘削工事を実施し、７年度の稼働を目指します。
　

◇　目　　　　標    

　年超過確率1/20（区部時間最大75ミリ）の規模の降雨に対応する「調節池」を整備し、

洪水の一部を流入させて貯留することで、近年頻発する集中豪雨による水害の軽減を図り

ます。

◇　令和３年度の進捗状況等

・　令和３年度は、調節池躯体構築工事を実施しました。

・　発生土砂処分費の増加に伴い、総事業費を増額修正しました。

◇　今後のスケジュール
　

　令和４年度は、引き続き調節池躯体構築工事を実施し、７年度の整備完了を目指します。
　

環状七号線地下広域調節池の整備 所管：建設局 開始年度：平成26年度

城北中央公園調節池（一期）の整備 所管：建設局 開始年度：平成26年度

総事業費  (計画額) ３年度計画額 ３年度決算額 執行累計額

987億円 185億円 74億円 352億円

総事業費  (計画額) ３年度計画額 ３年度決算額 執行累計額

292億円 55億円 56億円 114億円



◇　目　　　　標    

　年超過確率1/20（多摩時間最大65ミリ）の規模の降雨に対応する「調節池」を整備し、

洪水の一部を流入させて貯留することで、近年頻発する集中豪雨による水害の軽減を図り

ます。

◇　令和３年度の進捗状況等

・　令和３年度は、調節池躯体構築のための掘削工事を実施しました。

・　コンクリート仕様の変更等に伴い、総事業費を増額修正しました。

◇　今後のスケジュール
　

　令和４年度は、引き続き調節池躯体構築のための掘削工事を実施するほか、調節池躯体
　

構築工事に着手し、７年度の整備完了を目指します。

◇　目　　　　標    

　年超過確率1/20（区部時間最大75ミリ）の規模の降雨に対応するため、谷沢川のバイパス

として「分水路」を整備し、洪水の一部を分流し流下能力を向上させることで、近年頻発す

る集中豪雨による水害の軽減を図ります。

◇　令和３年度の進捗状況等

・　令和３年度は、セグメントの製作とシールドトンネル掘削工事を実施しました。

・　セグメント部材の見直しに伴い、総事業費を増額修正しました。

◇　今後のスケジュール
　

　令和４年度は、引き続きシールドトンネル掘削工事を実施し、６年度の整備完了を目指し
　

ます。
　

境川金森調節池の整備 所管：建設局 開始年度：平成26年度

谷沢川分水路の整備 所管：建設局 開始年度：平成27年度

総事業費  (計画額) ３年度計画額 ３年度決算額 執行累計額

243億円 20億円 20億円 72億円

総事業費  (計画額) ３年度計画額 ３年度決算額 執行累計額

279億円 55億円 54億円 112億円



◇　目　　　　標  

　築後40年以上が経過し老朽化が著しい校舎の現地改築を行うことにより、引き続き、肢体

不自由特別支援学校として、障害のある児童・生徒の生活や学習上の困難を改善・克服する

ための指導・支援を行っていきます。

◇　令和３年度の進捗状況等

・　令和３年度は、本校舎及び仮設校舎の実施設計を実施しました。

◇　今後のスケジュール   

　令和４年度は、引き続き本校舎の実施設計を実施するほか、仮設校舎の建築工事に着手し、

９年度の供用開始を目指します。

◇　目　　　　標  

　築後25年以上が経過し老朽化が著しい施設の大規模改修を行うことにより、江戸東京の歴

史と文化を振り返り、未来の都市と生活を考える場としての機能を維持するとともに、バリ

アフリー化等を行い、来館者の利便性の向上を図ります。

◇　令和３年度の進捗状況等

・　令和３年度は、実施設計に着手しました。

・　物価の高騰に伴い、総事業費を増額修正しました。

◇　今後のスケジュール   

　令和４年度は、実施設計を完了して本体工事に着手し、６年度の改修工事完了を目指しま

す。

都立村山特別支援学校の整備 所管：教育庁 開始年度：平成30年度

東京都江戸東京博物館の改修 所管：生活文化スポーツ局 開始年度：令和元年度

総事業費  (計画額) ３年度計画額 ３年度決算額 執行累計額

134億円 1億円 0.9億円 2億円

総事業費  (計画額) ３年度計画額 ３年度決算額 執行累計額

227億円 1億円 1億円 3億円



◇　目   　　 標　 　

　築後50年以上が経過し老朽化が著しい校舎の現地改築を行うことで、安全で衛生的かつ快

適な施設環境を確保し、引き続き、障害の状態、発達段階、障害特性に応じた支援により、

障害の重度・重複化及び多様化に対応していきます。

◇　令和３年度の進捗状況等 　

・　令和３年度は、本校舎の基本設計を実施したほか、仮設校舎の実施設計に着手しまし

た。

・　仮設校舎の建築工事に係る契約差金のため、総事業費を減額修正しました。

◇　今後のスケジュール   

　令和４年度は、本校舎の実施設計及び仮設校舎の建築工事に着手し、９年度の供用開始を

目指します。

都立青鳥特別支援学校の整備 所管：教育庁 開始年度：令和２年度

総事業費  (計画額) ３年度計画額 ３年度決算額 執行累計額

99億円 0.8億円 0.6億円 0.9億円
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